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茨城県ベトナム友好協会

隔月会報紙 茨城とベトナム

駐
日
大
使
館
訪
問

　10
月
に
異
動
予
定
の
ヴ
ー
・
ホ
ン
・

ナ
ム
大
使
に
代
わ
り
に
、
グ
エ
ン
・

ド
ッ
ク
・
ミ
ン
次
席
代
表
公
使
参
事
官

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　始
め
に
村
田
事
務
局
長
か
ら
「
友
好

協
会
は
今
年
創
立
55
年
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
り
ま

し
た
。
大
使
館
と
は
設
立
当
初
か
ら
関

係
が
あ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
フ
エ
外
国
語
大
学
と
の
交
流
や
児

童
保
護
施
設
の
支
援
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　ミ
ン
公
使
は
「
私
自
身
、
友
好
協
会

と
は
20
年
近
い
付
き
合
い
が
あ
り
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
に
着
任

し
、
03
年
に
初
め
て
日
本
に
来
て
今
回

で
３
回
目
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　中
川
筆
頭
副
理
事
長
は
「
前
任
の
ラ

ム
公
使
に
は
、
過
日
ベ
ト
ナ
ム
外
務
省

で
息
子
が
表
敬
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
親
し
く
お
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
」
と
の
感
謝
の
言
葉
を
伝
え

ま
し
た
。

茨
城
へ
の
思
い

　山
口
理
事
長
か
ら
は
「
是
非
茨
城
に

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
の
言
葉
に

「
何
度
も
茨
城
に
行
っ
て
い
ま
す
。
14

年
に
チ
ュ
ン
・
タ
ン
・
サ
ン
国
家
主
席

を
お
連
れ
し
た
の
は
フ
ン
大
使
と
私
で

し
た
。
な
ぜ
国
賓
の
国
家
主
席
を
直
接

水
戸
ま
で
連
れ
て
行
く
の
か
、
安
全
面

な
ど
で
何
度
も
に
日
本
の
外
務
省
と
口

論
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
当
時
は
下
山
田
会
長
の
下
、
国
家
主

席
の
水
戸
で
の
歓
迎
会
は
盛
大
で
し

た
。
そ
の
秋
、
橋
本
知
事
一
行
が
ハ
ノ

イ
を
訪
問
し
、
国
賓
級
の
大
変
な
歓
迎

を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
山
口
理
事
長

が
伝
え
ま
し
た
。

　関
副
理
事
長
か
ら
は
「
橋
本
知
事
と

一
緒
に
ベ
ト
ナ
ム
に
行
き
、
そ
の
後
ハ

ノ
イ
に
会
社
を
作
り
ま
し
た
。
ハ
ノ
イ

工
科
大
学
と
協
力
し
、
日
本
の
企
業
を

紹
介
す
る
事
業
を
今
年
も
11
月
に
開
催

予
定
で
す
。
現
在
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の
方

を
10
人
ほ
ど
採
用
し
て
い
ま
す
」
と
説

明
し
ま
し
た
。

地
方
同
士
の
交
流
を

「
今
後
は
地
方
の
時
代
だ
と
思
い
ま

す
。
国
と
国
と
の
協
力
関
係
は
あ
り
ま

す
が
、
地
方
同
士
の
関
係
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
実
現
で
き
る
か
は
地
方
に
か

か
っ
て
い
ま
す
」
と
ミ
ン
公
使
。

　山
口
理
事
長
が
「
茨
城
に
い
る
ベ
ト

ナ
ム
人
を
対
象
に
、
弁
護
士
の
無
料
法

律
相
談
を
実
施
し
百
人
ほ
ど
の
相
談
が

あ
り
、
新
た
な
職
業
に
就
い
た
人
も
い

ま
す
。
ま
た
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
技

能
実
習
生
な
ど
に
食
料
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
今
年
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
各

企
業
は
正
社
員
と
し
て
雇
用
し
多
く
の

人
材
が
育
っ
て
い
ま
す
。
下
山
田
名
誉

会
長
の
55
年
に
わ
た
る
深
い
関
係
が
あ

り
、
是
非
心
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
る
と
「
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
で
も

教
え
て
く
だ
さ
い
。
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
茨
城
県
は
素
晴
ら
し
い
モ
デ
ル
で

す
。
何
故
な
ら
国
家
主
席
が
訪
れ
て
い

た
り
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
運
航
し
て
く

れ
た
か
ら
で
す
。
茨
城
と
関
係
を
結
び

た
い
と
願
っ
て
い
る
自
治
体
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
茨
城
県
が
素
晴

ら
し
い
か
ら
で
す
」
と
言
付
け
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

各
方
面
へ
新
組
織
の
あ
い
さ
つ

　友
好
協
会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
た
こ
と
の
報
告
を
兼
ね
て
９

月
７
日
、
駐
日
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
へ
山
口
や
ち
ゑ
理
事
長
、
中
川
喜
久

治
筆
頭
副
理
事
長
、
関
正
樹
副
理
事
長
、
大
場
和
男
統
括
、
村
田
み
の

り
事
務
局
長
が
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

グエン・ドゥク・ミン次席代表公使参事官（右から３番目）と＝駐日ベトナム大使館正面玄関前
渋谷区元代々木
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橘
川
栄
作
営
業
戦
略
統
括
官（
左
）と

石
川
仁
営
業
戦
略
部
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

推
進
監（
右
）

川
股
圭
之
県
民
生
活
環
境
部
長（
中
央
）

法
人
化
経
緯
の
報
告

  

１
９
６
７
年
に
設
立
し
今
年
で
友
好

協
会
設
立
55
年
の
節
目
を
迎
え
、
７

月
１
日
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県

ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
と
し
て
活
動
を

開
始
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
た
め
、

県
庁
内
の
部
局
を
訪
れ
ま
し
た
。

   

国
際
交
流
を
担
当
し
て
い
る
営
業
戦

略
部
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
所
轄
し
て
い

る
茨
城
県
女
性
活
躍
・
県
民
協
働
課

を
訪
問
し
、
現
在
ま
で
の
活
動
内
容

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
経
緯
を
報
告

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
そ
れ
に
先
立
ち
小
野
寺

俊
、
横
山
征
成
両
副
知
事
に
も
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　山
口
理
事
長
か
ら
、
現
在
ま
で
続

け
て
い
る
青
少
年
育
成
活
動
に
つ
い

て
「
例
年
訪
問
団
を
結
成
し
、
県
内

の
高
校
や
大
学
の
学
生
と
と
も
に
、

ベ
ト
ナ
ム
フ
エ
省
の
フ
エ
外
国
語
大

学
日
本
語
日
本
文
化
学
科
と
の
交
流

や
日
本
語
教
材
な
ど
の
支
援
、
会
員

や
学
生
と
と
も
に
集
め
た
文
具
や
絵

本
を
届
け
て
い
ま
す
。
今
ま
で
も
フ

エ
市
内
の
福
祉
施
設
ア
ン
タ
イ
子
ど

も
の
家
に
お
い
て
も
、
訪
問
団
と
の

交
流
、
衣
類
や
文
具
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
が

で
き
な
い
２
年
間
も
、
連
絡
を
取
り

県
と
ロ
ン
ア
ン
省
と
の
連
携

　茨
城
県
は
、
19
年
11
月
26
日
に
ベ
ト

ナ
ム
ハ
ノ
イ
に
て
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
傷

病
兵
社
会
問
題
省
（
中
央
政
府
）
と
ロ

ン
ア
ン
省
（
地
方
政
府
）
と
協
力
覚
書

を
締
結
し
て
お
り
、
現
在
ロ
ン
ア
ン
省

と
の
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　９
月
６
日
、
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

水
戸
で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
南
西
に
位

置
す
る
ロ
ン
ア
ン
省
の
人
民
評
議
会
マ

イ
・
ヴ
ァ
ン
・
ニ
ュ
ー
筆
頭
副
議
長
と

ロ
ン
ア
ン
省
計
画
投
資
部
、
労
働
傷
病

兵
社
会
問
題
部
の
代
表
を
迎
え
て
「
ベ

ト
ナ
ム
人
材
受
入
れ
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
友
好
協
会
か
ら
村
田
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
80
人
近
い
人
が
集
ま
り
、
ロ

ン
ア
ン
省
の
紹
介
、
人
材
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
人
材
育
成
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
の
説
明
に
、
参
加
者
全
員
が
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　ロ
ン
ア
ン
省
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い

も
の
が
あ
り
、
日
本
と
は
省
内
の
大
学

や
専
門
学
校
と
の
連
携
も
強
く
、
優
秀

な
人
材
が
国
内
で
働
い
て
い
ま
す
。

　ロ
ン
ア
ン
省
か
ら
の
人
材
を
雇
用
し

て
い
る
複
数
の
会
社
の
話
や
、
国
内
で

す
で
に
働
い
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
ロ
ン
ア
ン
省
と
の
連
携
事

業
、
介
護
人
材
育
成
・
送
出
・
受
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
茨
城
県
コ
ー
ス
」
に
い
つ

て
の
説
明
が
あ
り
、
県
も
受
入
れ
環
境

の
整
備
支
援
や
日
本
語
教
育
支
援
等
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
、
茨
城
県
コ
ー
ス

第
１
期
に
お
い
て
は
県
内
６
つ
の
介
護

施
設
を
採
択
し
、
今
年
10
月
以
降
13
人

の
技
能
実
習
生
が
来
県
予
定
で
あ
る
こ

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

万
２
千
人
が
働
い
て
い
ま
す
。
人
数

は
一
番
多
く
な
っ
て
き
た
。
農
業
や

工
業
の
分
野
で
働
き
、
県
内
の
産
業

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
高
度
人
材
と

し
て
も
、
多
く
の
優
秀
な
ベ
ト
ナ
ム

人
が
働
い
て
い
る
。
学
生
の
交
流
を

含
め
、
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
期

待
し
ま
す
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
取
得
に
向
け

て
様
々
な
助
言
や
指
導
を
い
た
だ
い

た
、
茨
城
県
県
民
生
活
環
境
部
の
川

股
圭
之
部
長
に
は
、
担
当
課
と
し
て

ご
指
導
い
た
だ
い
た
お
礼
と
と
も

に
、
今
後
の
支
援
活
動
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
川
股
部
長
か
ら

は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
躍
の
場

を
広
げ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
る
支
援

　こ
の
３
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
海

外
で
の
交
流
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
県
内
の
生
活
に
苦
し
む
技

能
実
習
生
を
は
じ
め
、
外
国
人
労
働

者
や
帰
国
で
き
ず
に
い
る
留
学
生
な

ど
に
食
糧
支
援
や
無
料
弁
護
士
相
談

会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
各
市
町
村

と
の
連
携
や
県
内
の
大
学
、
日
本
語

学
校
と
の
関
わ
り
が
増
え
、
協
力
の

範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

　徐
々
に
支
援
の
輪
が
広
が
り
、
個

人
や
会
員
、
企
業
か
ら
お
米
や
食
料

品
の
寄
贈
も
継
続
的
に
続
い
て
い
ま

す
。　ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

若
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、
各
市
町

村
、
大
学
を
は
じ
め
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
や
ジ
ェ
ト
ロ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
在

県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
な
ど
と
の
連
携

を
通
し
、
交
流
の
裾
野
を
広
げ
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
い
、
さ
さ
や
か
な
支
援
金
を
届
け

て
い
ま
す
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

活
躍
を
期
待

　橘
川
栄
作
営
業
戦
略
統
括
官
か
ら

「
今
県
内
に
は
約
７
万
１
千
人
の
外

国
人
が
生
活
し
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム

人
が
中
国
人
を
抜
い
て
、
現
在
約
１

担
当
課
へ
茨
城
県
庁
を
訪
問

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
と
し
て
活
動
開
始
し
た
こ
と

を
、
山
口
や
ち
ゑ
理
事
長
、
中
川
喜
久
治
筆
頭
副
理
事
が
８
月
26
日
、
茨
城

県
庁
に
報
告
に
伺
い
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
予
定
な
ど
報
告

ロ
ン
ア
ン
省
の
代
表
に
よ
る
あ
い
さ
つ



　常
陽
銀
行
、
県
信
用
組
合
と
は
故
下
山

田
虎
之
介
名
誉
会
長
の
時
代
か
ら
の
長
い

関
係
が
あ
り
、
常
陽
銀
行
は
い
ち
早
く
ベ

ト
ナ
ム
ハ
ノ
イ
に
事
務
所
を
設
け
、
ベ
ト

ナ
ム
で
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　ま
た
同
日
、
茨
城
新
聞
社
の
小
田
部
卓

代
表
取
締
役
会
長
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局

の
松
坂
秀
幸
放
送
部
長
を
訪
れ
、
今
日
ま

で
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
報
道
で
取
り
あ
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
す
る
と

と
も
に
、
報
道
に
よ
り
支
援
活
動
の
輪
が

広
が
り
、
多
方
面
か
ら
活
動
に
対
し
て
の

協
力
が
増
え
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　外
国
人
労
働
者
が
抱
え
て
い
る
様
々
な

課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
県
内
の

外
国
人
労
働
問
題
や
支
援
活
動
な
ど
、
情

報
交
換
を
行
い
な
が
ら
協
力
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　来
年
は
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
関
係

樹
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
友
好
協
会
は
、

さ
ら
に
様
々
な
市
町
村
で
の
支
援
活
動
や

多
文
化
共
生
に
お
け
る
連
携
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
大
学
や
日
本
語
学
校
で
の
支

援
活
動
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
若
者
や
学

生
の
交
流
を
深
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
様
々
な
関
係
機
関
と
協
力
し
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

関
係
機
関
と
の
協
力
を
広
げ
る

　常
陽
銀
行
の
秋
野
哲
也
取
締
役
頭
取
と
茨
城
県
信
用
組
合
の
真
崎
茂
副
理
事
長
を

８
月
26
日
に
、
友
好
協
会
の
山
口
理
事
長
と
中
川
副
理
事
長
、
村
田
み
の
り
事
務
局

長
が
訪
れ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
今
後
の
様
々

な
分
野
で
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

茨
城
県
信
用
組
合
真
崎
茂
副
理
事
長（
中
央
）

茨
城
新
聞
社
小
田
部
卓
代
表
取
締
役
会
長（
左
）

左
か
ら
常
陽
銀
行
市
場
国
際
部
関
敏
幸

部
長
、
秋
野
哲
也
頭
取

Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
松
坂
秀
幸
放
送
部
長（
右
）

と
住
野
博
史
記
者（
左
）



　原
材
料
高
の
中
、
い
た
だ
い

た
物
を
多
く
の
人
々
に
届
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

個
人
か
ら
も
寄
付

　鉾
田
市
内
で
薬
局
を
経
営
し

て
い
た
石
崎
浩
美
さ
ん
か
ら
は

「
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
を
通
し

て
支
援
活
動
に
に
使
っ
て
く
だ
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外
国
人
労
働
者
に
と
寄
付

　昨
年
に
続
い
て
鉾
田
市
の
小

沼
光
市
さ
ん
が
８
月
27
日
「
困

難
を
抱
え
て
い
る
多
く
の
人
た

ち
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

お
米
20
俵
を
友
好
協
会
に
寄
付

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　籾
の
状
態
で
保
存
し
て
い
た

も
の
を
玄
米
に
し
て
渡
し
て
く

れ
ま
し
た
。

「
自
分
は
米
作
り
専
門
。
も
し

よ
か
っ
た
ら
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協

会
を
通
し
て
、
米
を
困
っ
て
い

る
人
に
届
け
て
欲
し
い
」
と
寄

贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
沢
米
店
さ
ん
が
協
力

　鉾
田
市
の
本
沢
米
店
さ
ん
に

今
年
も
精
米
と
袋
詰
め
を
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
20
俵
の
米
を

特
注
で
準
備
し
た
３
㌔
入
り
の

袋
に
詰
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　新
米
の
準
備
で
忙
し
い
時
期

に
毎
年
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

て
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

イ
ト
ウ
製
菓
か
ら
ク
ッ
キ
ー

　小
美
玉
市
の
イ
ト
ウ
製
菓
株

式
会
社
の
中
村
雅
昭
生
産
本
部

長
か
ら
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
ク
ッ

キ
ー
約
１
万
５
千
枚
を
「
有
効

に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

預
か
り
ま
し
た
。

さ
い
」
と
栄
養
ド
リ
ン
ク
３
５

０
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴

重
な
も
の
を
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
が
協
力

　在
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会

の
グ
エ
ン
・
ホ
ン
・
ソ
ン
会
長
、

レ
・
バ
ン
・
タ
ン
副
会
長
が

フ
ォ
ー
な
ど
の
乾
麺
を
、
低
価

格
で
支
援
に
と
協
力
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　多
く
の
協
力
で
今
年
度
も
支

援
物
資
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
に

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
た

よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
予
断
は
出
来
ま
せ
ん
。

　支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
留

学
生
や
外
国
人
労
働
者
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

　皆
様
か
ら
の
支
援
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

支
援
物
資
が
続
々
と
集
ま
る

　外
国
人
労
働
者
や
留
学
生
支
援
を
前
に
多
方
面
か
ら
支
援
物

資
が
届
い
て
い
ま
す
。
支
援
を
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の

思
い
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

小
沼
さ
ん（
中
央
）と
青
年
部
の
塙

さ
ん（
右
）と
雜
賀
事
務
局
長

本
沢
米
店
の
二
人（
右
・
中
央
）

イ
ト
ウ
製
菓
の
中
村
本
部
長

薬
剤
師
の
石
崎
浩
美
さ
ん

ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
ソ
ン
会
長
の
奥

様
デ
ィ
ン
・
テ
ィ
・
ミ
ン
さ
ん
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　８
月
28
日
、
鉾
田
市
の
株
式

会
社
交
流
中
心
を
通
し
て
外
国

人
研
修
生
に
お
米
75
㌔
を
届
け

ま
し
た
。

　同
時
に
様
々
な
国
か
ら
来
て

い
る
中
国
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
通
訳
担
当
者
や
、

交
流
中
心
の
馬（
マ
）光
栄
取
締

役
と
そ
の
家
族
と
友
好
協
会
の

大
場
和
男
統
括
、
村
田
み
の
り

事
務
局
長
を
は
じ
め
、
公
立
学

校
教
諭
の
村
田
る
つ
き
さ
ん
、

小
室
紫
苑
さ
ん
、
県
立
鉾
田
一

高
の
本
沢
篤
さ
ん
、
鹿
嶋
出
身

で
船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校
の

塙
仁
成
さ
ん
が
交
流
会
を
行
い

外
国
人
労
働
者
の
現
状
や
多
文

化
共
生
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

 「
現
在
は
約
40
名
の
技
能
実
習

生
が
１
ケ
月
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
頂
い
た
お
米
は
本
当

に
助
か
り
ま
す
。
み
ん
な
が
喜

び
ま
す
」
と
取
締
役
が
感
謝
の

意
を
伝
え
ま
し
た
。

　学
生
会
員
の
塙
さ
ん
は
「
自

分
は
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
勉

強
し
て
い
る
。
日
本
で
働
く
上

で
大
変
な
こ
と
は
」
と
い
う
質

問
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
で
通
訳

の
ヌ
ン
さ
ん
は
「
日
本
人
は
み

ん
な
親
切
。
し
か
し
、
日
本
の

文
化
に
慣
れ
る
ま
で
は
大
変
で

す
し
、
仕
事
を
す
る
こ
と
は
大

変
」
と
話
し
ま
し
た
。

　取
締
役
か
ら
も
「
生
活
や
労

働
環
境
が
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
同
じ
部
屋
に
複
数
名
生
活

を
共
に
す
る
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

と
な
く
、
自
由
が
な
い
の
は
問

題
と
な
る
」
と
い
う
意
見
も
出

ま
し
た
。

 「
同
じ
人
と
し
て
普
通
に
、
同

じ
に
接
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

意
見
に
、
学
生
会
員
も
深
く
う

な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　交
流
会
で
得
た
経
験
は
今
後

の
活
動
に
も
生
か
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
支
援
開
始

技
能
実
習
生
研
修
セ
ン
タ
ー
に
寄
付

支
援
米
を
受
け
取
る
馬
取
締
役（
中
央
）

外
国
人
労
働
者
支
援

音
楽
フ
ェ
ス
会
場
で
米
な
ど
配
布

　八
千
代
町
に
は
、
現
在
人
口

２
万
１
２
４
８
人
、
う
ち
外
国

人
が
１
３
７
５
人
、
技
能
実
習

生
と
特
定
技
能
実
習
生
は
９
１

８
人
お
り
、
多
文
化
共
生
に
力

を
入
れ
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
は
９
月

25
日
、
八
千
代
町
の
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
「
や
ち
お
ん
２
０

２
２
」
で
外
国
人
労
働
者
支
援

を
行
い
、ひ
と
り
米
３
㌔
、ク
ッ

キ
ー
50
枚
、
乾
麺
、
栄
養
ド
リ

ン
ク
な
ど
１
３
０
人
分
を
配
布

し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に

ク
ッ
キ
ー
な
ど
１
５
０
０
枚
を

寄
付
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
を
は

じ
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
リ

ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
の
実
習
生
の
他
、
ア
メ

リ
カ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
か
ら
の

学
生
や
労
働
者
、
台
湾
か
ら
八

千
代
に
越
し
て
き
た
人
な
ど
、

大
勢
が
支
援
を
受
け
ま
し
た
。

　ま
た
、
つ
く
ば
市
や
下
妻
市

な
ど
近
隣
か
ら
訪
れ
た
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　ベ
ト
ナ
ム
人
の
デ
ィ
ン
・

テ
ィ
・
ミ
ン
さ
ん
は
「
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
幸
せ
な
気
持
ち

で
す
。
お
米
も
お
菓
子
も
本
当

に
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。「
本
当
に
も
ら
っ
て
い
い

ん
で
す
か
？
」
と
聞
く
人
も
い

て
、
み
ん
な
笑
顔
で
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　支
援
活
動
は
県
内
各
地
、
大

学
な
ど
で
続
け
て
い
き
ま
す
。 八千代町

古
宇
田
副
町
長
、
馬
場
企
画
財
政

部
長
、
ニ
エ
ケ
担
当
ら
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友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

日
本
と
深
い
か
か
わ
り

　式
典
で
は
、
日
越
友
好
議
員

連
盟
会
長
二
階
俊
博
衆
議
院
議

員
を
は
じ
め
、
山
口
那
津
男
公

明
党
代
表
や
武
井
俊
輔
外
務
副

大
臣
ら
政
府
関
係
者
、
地
方
公

共
団
体
、
友
好
団
体
な
ど
の
代

表
者
ら
約
５
０
０
人
が
出
席

し
、
両
国
の
さ
ら
な
る
友
好
関

係
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　当
友
好
協
会
か
ら
は
山
口
や

ち
ゑ
理
事
長
、
関
正
樹
副
理
事

長
、
大
場
和
男
統
括
、
村
田
み

の
り
事
務
局
長
が
招
待
を
受
け

ま
し
た
。

　あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
ヴ
ー
・

ホ
ン
・
ナ
ム
大
使
は
「
本
日
、

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
独

立
77
周
年
を
記
念
す
る
た
め
こ

の
場
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た

皆
様
を
温
か
く
歓
迎
い
た
し
ま

す
。
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
は
、
１

９
７
３
年
９
月
21
日
に
外
交
関

係
を
正
式
に
樹
立
し
ま
し
た
。

過
去
50
年
近
く
の
間
、
我
が
両

国
の
関
係
は
、
広
さ
と
深
さ
の

両
方
で
推
進
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
日
本
と
は
、
14
年
に
ア
ジ

ア
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確

立
し
た
こ
と
は
二
国
間
関
係
の

重
要
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な

り
ま
し
た
。
両
国
の
外
交
関
係

は
来
年
、50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
年
４
月
に
岸
田
総
理
は
ベ
ト

ナ
ム
を
公
式
訪
問
し
ま
し
、
そ

の
５
ケ
月
前
フ
ァ
ム
・
ミ
ン
・

チ
ン
首
相
が
日
本
を
訪
問
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
複
雑
に
変
動
し
て
い
た
中
、

５
ケ
月
以
内
に
２
度
首
脳
会
談

が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
両
首
脳

が
合
意
し
た
『
情
・
誠
・
信
』

の
方
針
に
基
づ
い
た
、
新
た
な

繁
栄
の
明
確
な
証
拠
で
す
。
越

日
関
係
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強

固
で
あ
り
、
今
後
も
さ
ら
に
発

展
す
る
と
思
い
ま
す
。
様
々
な

分
野
に
お
い
て
貴
重
な
ご
支
援

と
ご
協
力
を
頂
い
た
日
本
政
府

と
日
本
国
民
に
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

「
私
は
間
も
な
く
大
使
と
し
て

の
任
期
が
終
了
す
る
に
あ
た

り
、
温
か
い
友
情
と
心
を
込
め

た
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

外
交
関
係
樹
立
  50
周
年

　二
階
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
ベ
ト
ナ
ム
が
独
立
77
周
年

を
迎
え
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祝

い
い
た
し
ま
す
。
長
年
日
越
関

係
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
多
く
の

方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
現
在

日
越
両
国
は
最
高
の
関
係
に
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
が

難
し
い
状
態
あ
っ
て
も
徐
々
に

人
的
交
流
が
再
会
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
来
年
は
国
交
締
結
50
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
両
国

の
絶
え
間
ぬ
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を

切
り
開
く
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
夕
べ

　来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
東
京

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
に
よ
る
「
ベ
ト

ナ
ム
独
立
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ

ベ
ン
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　東
京
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
は
、
指

揮
者
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
カ
ー
氏

が
設
立
し
た
弦
楽
室
内
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
溢
れ
る
選
曲
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
が
好
評
で
あ
り
、
各
国
の

大
使
館
、
名
古
屋
や
横
浜
な
ど

の
日
本
各
地
で
演
奏
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　披
露
さ
れ
た
楽
曲
は
「
ベ
ル

リ
オ
ー
ズ
＝
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
よ
り 

愛
の
情
景
ス
ケ

ル
ツ
ォ
」「
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス

＝
序
奏
と
ロ
ン
ド 

カ
プ
リ

チ
ォ
ー
ソ
」「
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

＝
牧
神
の
午
後
へ
の
前
奏
曲
」

優
雅
で
温
か
な
音
色
、
生
き
生

き
と
し
た
表
現
力
で
式
場
を
包

ん
で
い
ま
し
た
。

　参
加
し
た
山
口
理
事
長
ら
当

協
会
関
係
者
に
、
ナ
ム
大
使
と

令
夫
人
は
「
茨
城
と
は
長
い
関

係
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
生
活
に
苦
し
む
ベ
ト
ナ
ム

人
に
多
く
の
食
料
支
援
な
ど
を

し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

独
立
77
年
記
念
式
典

　ベ
ト
ナ
ム
独
立
77
年
を
祝
う
記
念
式
典
（
駐
日
ベ
ト
ナ

ム
大
使
館
主
催
）
が
９
月
２
日
、
東
京
の
明
治
記
念
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

ヴ
ー
・
ホ
ン
・
ナ
ム
駐
日
大
使
と

令
夫
人（
中
）

港区元赤坂



介護員初任者研修11月コース
令和4年11月10日開講
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　２
０
２
０
年
に
友
好
協
会
と

筑
波
大
学
、
茨
城
大
学
、
常
磐

大
学
、茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
、

関
彰
商
事
株
式
会
社
の
６
団
体

は
「
茨
城
と
ベ
ト
ナ
ム
を
つ
な

ぐ
青
少
年
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
結
成
し
、
鈴
縫
工
業
株

式
会
社
（
日
立
市
）
の
創
業
百

周
年
記
念
事
業
「
お
ひ
さ
ま
の

恵
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
、

青
少
年
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
際

交
流
を
目
的
と
し
て
助
成
金
を

受
け
ま
し
た
。

　し
か
し
20
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　現
在
、
安
全
に
渡
航
で
き
る

　11
月
中
旬
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
第
23
次
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
団

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
や
渡
航
に
関
わ
る
注

意
事
項
等
を
踏
ま
え
、
数
十
人

に
及
ぶ
参
加
者
の
安
心
や
安
全

確
保
を
最
優
先
を
考
慮
し
、
派

遣
を
中
止
す
る
こ
と
と
決
定
し

ま
し
た
。

　訪
問
団
は
、
１
９
９
２
年
に

第
１
次
訪
問
団
が
13
人
を
派
遣

し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
傷
跡
が

残
り
交
通
網
が
あ
ま
り
整
備
さ

れ
て
い
な
い
中
、
ハ
ノ
イ
の

ツ
ー
ズ
ー
病
院
に
医
薬
品
を
届

け
る
な
ど
戦
後
復
興
に
長
く
関

わ
り
ま
し
た
。

　ド
イ
モ
イ
政
策
で
発
展
を
続

け
る
今
日
は
、
16
年
に
、
フ
エ

外
国
語
大
学
と
の
交
流
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結
し
、
学
生
を

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少

人
数
で
万
が
一
感
染
し
て
も
対

応
可
能
な
参
加
者
を
選
考
し
、

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

期
日
＝
２
０
２
２
年
11
月
23
日

〜
27
日
の
５
日
間

参
加
者
＝
５
人

事
務
局
（
大
場
、村
田
、雜
賀
）、

下
山
田
麟
太
郎
（
常
磐
大
学
２

年
生
）、
大
江
原
陸
（
パ
ル
シ

ス
テ
ム
・
イ
ー
ス
ト
勤
務
）

※

な
お
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

を
行
い
安
全
に
配
慮
し
な
が

ら
、
フ
エ
で
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

中
心
と
し
た
交
流
活
動
や
、
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
支
援
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
フ
エ
市
に
あ
る
児
童

保
護
施
設
ア
ン
タ
イ
子
ど
も
の

家
で
の
児
童
と
の
交
流
活
動
や

施
設
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
回
目
の

中
止
と
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

が
収
束
し
た
り
、
感
染
防
止
対

策
が
確
立
さ
れ
た
り
す
る
な

ど
、
安
心
し
て
渡
航
が
で
き
る

状
況
に
な
り
ま
し
た
ら
、
訪
問

団
を
公
募
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
３
年
連
続

　　  日　程　　　　　　　　　　　　　　　スケジュール（案）　　　　　　　　　　　　　　　宿　泊

１１月２３日（日）　成田発　→　ホーチミン経由　→　フエ市着　　　　　　　　　　　 　フエ市内ホテル泊

　　　２４日（月）　フエ外国語大学…学生との交流活動・先生方との懇談　　　　　　　 　フエ市内ホテル泊

　　　２５日（火）　アンタイ子どもの家…交流支援活動　→　フエ市政府機関との懇談　 　フエ市内ホテル泊

　　　２６日（水）　フエ市内歴史遺跡等視察　フエ市発　→　ホーチミン経由　　　　　 　機内泊

　　　２７日（木）　成田着

ベ
ト
ナ
ム
と
の
友
好
の
懸
け
橋

青
少
年
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
派
遣

今
年
の
訪
問
団
派
遣
中
止
に

子
ど
も
の
家
で
の
交
流
後
全
員
で
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　今
月
の
川
柳

○ 

前
む
き
に 

生
き
ん
と
米
寿
の 
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　顧
問

　
　人
見
章
太
郎

○ 

澄
ん
だ
空 

中
秋
の
満
月 

冴
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　会
員

　
　海
老
根

　巌

■
新
入
会
員

▽
金
子
晃
久
・
県
議
会
議
員（
常

総
市
）▽
小
貫
則
夫（
水
戸
市
）

▽
萩
原
美
和
子（
つ
く
ば
市
）

▽
塙
仁
成（
鹿
嶋
市
）敬
称
略

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　水
戸
市
の
国
際
交
流
協
会
で

は
、
毎
年
国
際
交
流
団
体
の
活

動
紹
介
を
す
る
パ
ネ
ル
展
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
５
回
に
分
け
て
行
わ

れ
る
展
示
の
う
ち
、
９
月
３
日

（
土
）〜
10
月
２
日（
日
）に
開
催

さ
れ
る
第
３
回
目
に
友
好
協
会

は
出
展
し
ま
し
た
。

　日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
茨

城
県
連
合
会
の
時
代
か
ら
、
友

好
親
善
の
懸
け
橋
と
し
て
行
っ

て
き
た
留
学
生
や
実
習
生
の
支

援
の
様
子
や
、
他
団
体
と
の
連

携
、
弁
護
士
相
談
会
の
様
子
な

ど
の
写
真
を
わ
か
り
や
す
く
パ

ネ
ル
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

再
出
発
し
、
活
動
を
継
続
し
て

い
る
こ
と
も
明
示
し
た
ほ
か
、

ベ
ト
ナ
ム
の
雑
誌
や
民
芸
品
な

ど
も
展
示
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
雰

囲
気
を
味
わ
え
る
コ
ー
ナ
ー
と

し
ま
し
た
。

つ   

き

国
際
交
流
団
体
活
動
紹
介
展
示

募集中！
友好協会では留学生や技能実
習生、外国人へ食糧支援をし
ています。
これから支援活動の実施を検
討している自治体や団体等は
お気軽に事務局までお声かけ
ください。

支援活動にご協力いただける
スタッフのほか、お米や食料
品なども随時募集しています。

　フ
エ
外
国
語
大
学
の
留
学
生

と
の
交
流
・
支
援
会
で
、
８
月

29
日
、
水
戸
市
内
の
ベ
ト
ナ
ム

料
理
店
で
留
学
生
に
お
米
な
ど

の
食
料
を
届
け
ま
し
た
。

　現
在
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

学
に
は
７
人
の
留
学
生
が
い

て
、
そ
の
う
ち
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
留
学
生
は
１
人
で
、
友
好
協

会
で
支
援
を
続
け
て
い
る
フ
エ

外
国
語
大
学
の
学
生
で
す
。

　当
日
は
、留
学
生
の
グ
エ
ン
・

ア
イ
ン
・
テ
ィ
さ
ん
を
囲
ん
で
、

学
生
会
員
の
下
山
田
麟
太
郎
さ

ん
と
塙
仁
成
さ
ん
が
お
米
と
食

料
を
渡
し
、
日
本
で
の
生
活
や

将
来
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　テ
ィ
さ
ん
は
「
現
在
大
学
で

は
ベ
ト
ナ
ム
人
は
１
人
で
す

が
、
様
々
な
国
か
ら
の
人
と
交

流
を
し
た
り
、
日
本
人
の
学
生

と
日
本
文
化
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
と
充
実
し
た
留
学
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
久

し
ぶ
り
に
ベ
ト
ナ
ム
の
料
理
や

文
化
に
つ
い
て
話
が
出
来
ま
し

た
。
お
米
や
食
料
は
と
て
も
助

か
り
ま
す
し
、
あ
り
が
た
い
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、

も
っ
と
日
本
文
化
を
学
び
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　今
後
は
県
内
の
他
の
大
学
と

の
支
援
や
交
流
を
計
画
し
、
学

生
と
連
携
し
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

留
学
生
の
テ
ィ
さ
ん（
中
央
）

学
生
交
流･

留
学
生
支
援
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